
 

会議の名称 令和５年度 第１回あま市都市計画審議会 

開催日時 令和５年１１月１３日（月） 午後３時００分～午後３時３５分 

開催場所 あま市役所 ２階 Ａ会議室 

議 題 第１号議案 名古屋都市計画地区計画の決定について（あま市決定） 

出 席 委 員 

後藤哲哉、山本雄一、山内隆久、柏原功、佐藤貞夫、 

山田精二、溝口正己、伊藤忠久、山田利之、太田昌史、 

濱島玲子、貝吹彰則（代理：山田交通課長）、安井文規 

欠 席 委 員 ０人 

出席者（市） 村上市長、河竹建設産業部長、朝田都市計画事業監 

事 務 局 
都 市 計 画 課：野村課長、久原主幹、山田課長補佐、川内係長 

企業誘致対策課：田川課長、小島主査 

傍聴人の数 ０人 

会議の経過（議事要旨） 

議題  

第１号議案 名古屋都市計画地区計画の決定について（あま市決定） 

 （事務局より説明し、原案のとおり承認） 

 

質疑応答 

（第１号議案関係） 

【委員】 

  愛知県企業庁の開発を控えているが、企業庁の事業区域と今回の地区計画の区域は同一なのか。 

 

【事務局】 

愛知県企業庁は現況道路端までを事業区域としておりますが、地区計画の区域は計画道路端を境

界としており、差異があります。 

 

【委員】 

地区計画内の排水はどのように考えているか。また、周辺地域では民間開発が盛んに進んでおり、

さらに隣接する清須市では、振興地域になっていく話もあるが、調整などしていくのか。 

 

【事務局】 

土地利用が田から大きく変わることから、調整池を地区施設として位置付けております。実際の

開発においても、愛知県との協議の上、開発に伴う流出量の増加に対し、一時的に貯留することで、

下流への流出量を抑制する計画となります。また、県道南側エリアなどでの開発の排水については、

浸透性舗装や浸透ます貯留施設などの設置について協議・調整し、河川に負担がかからないように

しております。 

隣接する清須市において、工業団地を計画していることを伺っております。下流にあたるあま市

において、その影響を受けることが想定されますので、清須市と十分に調整をしているところでご

ざいます。 

 

                                         以上 

 


